
「偏見がない性教育を」

「 YJG
～社会課題を解決に導く為に～」

「性の大切さを知ってもらう」

日本の性教育の問題点を他国との交流を通して解決に導けるようにする活動を
している。

性の大切さを知ってもらうために偏見を無くすこと
を目的として幼児向けにPR活動をしていく。

性教育について他国との交流を通して日本は性教育の知識が浅い、性への

偏見や恥ずかしさを持っている、性から起こる差別、予期していない行為

の際に対処ができない、思春期早発症になった際に対処ができない、性教

育の時期が遅い、予期していない妊娠の際に適応できない、というような

問題点が挙げられた。その問題を解決に導く為、幼児に焦点を当て学

校の生徒やSNSを活用してアンケートを取った。それを基に性の大切

さを教える活動をしている。

社会の役に立ちたいという意思のもとに結成されたグループでまだ結成されて日が浅い為、あまり活動ができていない。

普段はESD (継続的な発展をするための教育)として、求める6つのカ、「持続可能な社会を創る価値観」「コミュニケーション能力」

「リーダーシップ」「データを読む力」「代替案の思考力」「総合的な思考力」を学んでいる。今後はこのグループで現代社会の課題を

解決に導くために自分たちにできる事を考え、取り組んでいきたいと思う。

他国と比べて性に偏見や恥ずかしさを持っていたり日本の性教育の
基準があるからこそ十分な知識を得ることができない事が問題であ
ると考えた私たちはPR活動を通して幼児だけでなく子供から大人
まで性の大切さを知ってもらいたい。

「幼少期からの性教育」

「十分な性知識を伝えていく」

奉仕・福祉の活動を通し、人権問題や誰もが幸せになる権利、ジェンダー平等の

必要性を学んだ。しかし、私たちは、保健体育の授業で学ぶまで、児童虐待増加の

背景の一部は十代の妊娠や望まれない出産であることを知らなかった。

さらに、ニュージーランド研修の保健体育の授業を受けた際には、実際の性行為の

仕方や避妊道具の紹介、ジェンダーやセクシャリティーの学習をしており、日本人と

性への意識の違いがあることを知った。衝撃を受けたと同時に、妊娠、出産につい

て考えるきっかけとなり、性に対し十分な知識が必要であると感じた。

これらの学びを生かし、奉仕・福祉活動とは、今起きていることに対応するだけでは

なく、将来を見据え、今の私たちに何ができるのか考えた。その結果、ひとりひとりが

性に対し十分な知識を持ち、自身で健康を管理できるように行動することが必要だと思
った。
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100人に聞いた！

SNS・学校の生徒の
アンケート総合結果


